




































ま ず、Benson（1997） は、 自 律 性 と は、 技 術（technical）、 心 理
（psychological）、政治（political）という３つの面により構成されると主張した。
一つ目の技術的自律性（technical autonomy）とは、“the act of learning on 
one’s own and the technical ability to do so”（Benson, 1997, p. 25）であり、
授業外で学習者が自身の学習をコントロールするための行動、能力や技術を意味
する。二つ目の心理的自律性（psychological autonomy）とは、“the internal 
psychological capacity to self-direct one’s own learning”（Benson, 1997, 
p. 25）を意味し、責任ある学習者としての態度や能力、それらにかかわる心理
的要素が含まれる。三つ目の政治的自律性（political autonomy）は、“control 





の知識のコンテクストへの依存性に対する認識（“awareness of contextuality 









zone of proximal development（ZPD)）や、Lave & Wenger（1991）などに























































おける内的整合性を表す信頼係数は、技術的自律性α = .921、心理的自律性α = 








































表２　アンケートの特性カテゴリーごとの内的整合性 （N = 167）
特性カテゴリー6 内的整合性 項目数
技術的自律性（TEC） (質問項目 #1-21) α = .923 21
心理的自律性（PSY） (質問項目 #22-49) α = .904 28
政治・哲学的自律性（POL） (質問項目 #50-69) α = .865 20
社会・文化的自律性（SC） (質問項目 #70-87) α = .890 18
表３　自律性の４つの特性間の相関係数と各カテゴリーの平均、標準偏差（N = 167））
TEC PSY POL SC M SD
TEC ‒ 2.12 0.59
PSY .446** ‒ 2.98 0.54
POL .284** .551** ‒ 2.99 0.49
SC .125 .353** .437** ‒ 3.31 0.54
** p < .01 
図１　自律性の４つの特性間のそれぞれの相関　（** p < .01）
― 7 ―英語学習者の自律性を構成する多面的特性間の相関
びつきの強さ）に違いがあることがわかった。具体的には、心理的自律性（PSY）
と政治・哲学的自律性（POL）の相関関係がr = .551（p < .01）と最も高く、技
術的自律性（TEC）と心理的自律性（PSY）の相関関係が r = .446（p < .01）
と次に高く、政治・哲学的自律性（POL）と社会・文化的自律性（SC）の相関








おいては、 Murase（2010）では相関がみられた（r = .434、 p < .01）が、本研究




































性（PSY）の相関は、本研究では、r１= .446（z1 = .480）、Murase（2010）では、
r2 = .894（z2 = 1.442）であり、z = －11.702であった。同様に、検定統計量zが
絶対値で1.96よりも大きく、有意差が認められた（p < .001）。政治・哲学的自律
性（POL)と社会・文化的自律性（SC)の相関は、本研究では、r１ = .437（z1 = 
.469）、Murase（2010）では、r2 = .708（z2 = .883）であり、z = －5.036という
数値が得られた。政治・哲学的自律性（POL）と社会・文化的自律性（SC)の
相関においても、大学生と高専生の間では有意差が見られた（p < .001）。心理
的自律性（PSY)と社会・文化的自律性（SC）の相関は、本研究では、r１ = .353（z1 
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１ 英語学習の長期的な目標を決める。 ① ② ③ ④ ⑤
２ 英語を勉強するための長期的な計画を立てる。 ① ② ③ ④ ⑤
３ 英語の勉強を始める前に、その日の目標を決める。 ① ② ③ ④ ⑤
４ 英語の勉強を始める前に、その日の学習計画を立てる。 ① ② ③ ④ ⑤
５ 英語学習のための達成可能な目標を決める。 ① ② ③ ④ ⑤
６ 自分の英語学習の目標に沿った学習計画を立てる。 ① ② ③ ④ ⑤
７ 英語学習のための無理のない計画を立てる。 ① ② ③ ④ ⑤








① ② ③ ④ ⑤
11 教室外で英語を使う機会を作るようにする。 ① ② ③ ④ ⑤




① ② ③ ④ ⑤
14 英語を効果的に使う力が上達しているかどうか、自己評価する。 ① ② ③ ④ ⑤
15 自分の目標をどれだけ達成できたか、自己評価する。 ① ② ③ ④ ⑤
16 英語の学習計画がうまくいっているかどうか、自己評価する。 ① ② ③ ④ ⑤
17 英語の勉強にどれだけ時間を費やしたか、メモを取る。 ① ② ③ ④ ⑤
18 どんな方法を使って英語を勉強したか、記録をつける。 ① ② ③ ④ ⑤
19 どんな教材を使って英語を勉強したか、書き留める。 ① ② ③ ④ ⑤
20 英語の勉強で何を学んだか、記録をつける。 ① ② ③ ④ ⑤












































22 すべての学生は、自分の英語学習の目標を決めるべきだ。 ① ② ③ ④ ⑤




















① ② ③ ④ ⑤
























① ② ③ ④ ⑤








① ② ③ ④ ⑤








① ② ③ ④ ⑤







































43 将来、海外で働いてみたい。 ① ② ③ ④ ⑤
44 将来、英語を使う仕事をしてみたい。 ① ② ③ ④ ⑤
45 英語という言語が好きだ。 ① ② ③ ④ ⑤
46 英語の勉強が好きだ。 ① ② ③ ④ ⑤
47 他の科目の勉強よりも英語の勉強を優先させている。 ① ② ③ ④ ⑤
48 私が英語を勉強する理由は、英語の授業の試験に受かるためだ。 ① ② ③ ④ ⑤
49 私が英語を勉強する理由は、学校の必修科目だからだ。 ① ② ③ ④ ⑤
50 法律はいつでも順守されるべきだ。 ① ② ③ ④ ⑤
51 私たちは両親の意向に沿うべきだ。 ① ② ③ ④ ⑤
52 高専の規則はすべて順守されなければならない。 ① ② ③ ④ ⑤
53 私たちは社会の期待にこたえるべきだ。 ① ② ③ ④ ⑤
54 英語教育に関する日本政府の政策について認識している。 ① ② ③ ④ ⑤
55 自分が受講している英語の授業の目標について認識している。 ① ② ③ ④ ⑤
56 先生が教室内で私に何をしてほしいのか、分かっている。 ① ② ③ ④ ⑤
57 学生はいつでも先生の指示に従うべきだ。 ① ② ③ ④ ⑤
58 先生の言うことはいつも正しい。 ① ② ③ ④ ⑤




① ② ③ ④ ⑤
















① ② ③ ④ ⑤


















































① ② ③ ④ ⑤




① ② ③ ④ ⑤
72 どうやって英語を勉強するべきか、先生に指示してもらいたい。 ① ② ③ ④ ⑤




① ② ③ ④ ⑤
75 他の学生がどうやって英語を学習しているのか知りたい。 ① ② ③ ④ ⑤
76 自分と他の学生を比較することがある。 ① ② ③ ④ ⑤
















① ② ③ ④ ⑤
82 欧米の学生は主体的に学習に取り組む傾向がある。 ① ② ③ ④ ⑤




① ② ③ ④ ⑤
85 日本人学生は主体的に学習に取り組む傾向がある。 ① ② ③ ④ ⑤
86 日本人学生は自主的・自律的に学ぶための能力を持っている。 ① ② ③ ④ ⑤
87 日本人学生は自主的・自律的に学ぶという経験を持っている。 ① ② ③ ④ ⑤
ご協力ありがとうございました　(^-^)
（19）
（19）

